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規

則

青
森
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
二
十
六
号

青
森
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
事
務
委
任
規
則

(

昭
和
三
十
六
年
九
月
青
森
県
規
則
第
八
十
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
第
三
十
三
号
ホ
中

｢

及
び
第
四
項｣

を

｢

、
第
二
項
及
び
第
五
項｣

に
、

｢

よ
る｣

を

｢

よ
る
要
保
護
者
等
に
対
す
る
報
告
の
請
求
及
び｣

に
、

｢

命
令
及
び｣

を

｢

命
令

(

第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
等
の
徴
収
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

、｣

に
、

｢

、
変

更｣

を

｢

及
び
変
更｣

に
、

｢

却
下
及
び｣

を

｢

却
下
並
び
に｣

に
、

｢

若
し
く
は｣

を

｢

及
び｣

に
改
め
、
同
号
中
ラ
を
ヰ
と
し
、
ナ
を
ウ
と
し
、
同
号
ネ
中

｢

第
七
十
八
条｣

を

｢

第
七
十
八
条
第

一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項｣

に
、

｢

費
用｣

を

｢

費
用
等｣

に
改
め
、
同
ネ
を
同
号
ム
と
し
、
同
号
中
ツ
を
ラ
と
し
、
ソ
を
ナ
と
し
、
レ
を
ネ
と
し
、
タ
を
ツ
と

し
、
ヨ
を
タ
と
し
、
同
タ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

レ

第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
。

ソ

第
五
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
被
保
護
者
等
に
対
す
る
報
告
の
請
求
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
の
三
第
一
項
第
三
十
三
号
中
カ
を
ヨ
と
し
、
ワ
を
カ
と
し
、
ヲ
を
ワ
と
し
、
ル
を
ヲ
と
し
、

ヌ
を
ル
と
し
、
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
へ
を
ト
と
し
、
ホ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

へ

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
官
公
署
等
に
対
す
る
書
類
の
閲
覧
及
び
資
料
の
提
供

の
要
求
並
び
に
銀
行
等
に
対
す
る
報
告
の
請
求
に
関
す
る
こ
と

(

第
七
十
八
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
費
用
等
の
徴
収
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

。

第
四
条
の
三
第
一
項
第
三
十
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ノ

生
活
保
護
法
施
行
規
則

(

昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号)

第
二
十
二
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
の
届
出
の
受
理
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
二
十
七
号

青
森
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則

(

平
成
七
年
三
月
青
森
県
規
則
第
二
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
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( )

第
一
条
中

｢

昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号｣

の
下
に

｢

。
以
下

｢

省
令｣

と
い
う
。｣

を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項
の
保
護
の
開
始
の
申
請｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
一
項
本

文
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出｣

に
改
め
、

｢

第
九
号
様
式)

｣

の
下
に

｢

、
資
産
申
告
書

(

第

十
号
様
式)
及
び
収
入
申
告
書(

第
十
一
号
様
式)

｣

を
加
え
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、

同
項
第
三
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
二
十

四
条
第
五
項
の
保
護
の
変
更
の
申
請｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項

本
文
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出｣

に
、

｢

に
当
該
申
請｣

を

｢

、
資
産
申
告
書
及
び
収
入
申
告

書

(

被
保
護
者
の
資
産
及
び
収
入
の
状
況
に
変
更
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
保
護
変
更
申
請
書)

に
申
請｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢
法
第
十
八
条
第
二
項
の
葬
祭
扶
助
の
申
請｣

を

｢

省
令
第
一

条
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出｣

に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項｣
を

｢

第
二
十
四
条
第
三
項｣

に
、

｢

法
第
二
十
四
条

第
五
項｣

を

｢

同
条
第
九
項｣

に
、

｢

同
条
第
一
項｣

を

｢

同
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項

中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
五
項｣

を

｢
第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
同
条
第
九
項｣

に
、

｢

同
条
第
一
項｣

を

｢

同
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項
、
同
条
第

五
項｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
三
項
、
同
条
第
九
項｣

に
、

｢
同
条
第
一
項｣

を

｢

同
条
第
三
項｣

に

改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を

｢
(

扶
養
照
会
書
等)

｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

法
第
二
十
四
条
第
八
項
の
書
面
は
、
生
活
保
護
開
始
通
知
書

(

第
二
十
五
号
様
式
の
二)

に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

地
域
県
民
局
長
は
、
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
要
保
護
者
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
、

扶
養
義
務
を
履
行
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
と
き
は
、
扶
養
義
務
報
告
依
頼
書

(

第

二
十
五
号
様
式
の
三)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
第
一
項
中

｢

生
活
保
護
法
施
行
規
則｣

及
び

｢

同
令｣

を

｢

省
令｣

に
改
め
る
。

本
則
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

(

就
労
自
立
給
付
金
支
給
申
請
書)

第
十
七
条

省
令
第
十
八
条
の
四
第
一
項
の
申
請
書
は
、
就
労
自
立
給
付
金
支
給
申
請
書

(

第
三
十

八
号
様
式)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

就
労
自
立
給
付
金
支
給
決
定
調
書)

第
十
八
条

地
域
県
民
局
長
は
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
就
労
自
立
給
付
金
の

支
給
を
決
定
す
る
と
き
は
、
就
労
自
立
給
付
金
支
給
決
定
調
書

(

第
三
十
九
号
様
式)

を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

就
労
自
立
給
付
金
支
給
決
定
通
知
書)

第
十
九
条

地
域
県
民
局
長
は
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
就
労
自
立
給
付
金
の

支
給
を
決
定
し
た
と
き
は
、
就
労
自
立
給
付
金
支
給
決
定
通
知
書

(

第
四
十
号
様
式)

に
よ
り
申

請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

徴
収
金
充
当
申
出
書)

第
二
十
条

法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
出
は
、
徴
収
金
充
当
申
出
書

(

第
四
十

一
号
様
式)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
号
様
式
の
裏�
中

｢す
べ
て
｣

を

｢全
て
｣

に
、

｢う
け
た
｣

を

｢受
け
た
｣

に
、

｢第
８
５

条
｣

を

｢第
８
５
条
第
１
項
｣

に
、

｢第
７
８
条
｣

を

｢第
７
８
条
第
１
項
｣

に
、

｢費
用
徴
収
さ

れ
る
｣

を

｢費
用
等
を
徴
収
さ
れ
る
｣

に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
の
裏�
中

｢第
８
５
条
｣

を

｢第
８
５
条
第
１
項
｣

に
、

｢第
７
８
条
｣

を

｢第
７

８
条
第
１
項
｣

に
、

｢費
用
徴
収
さ
れ
る
｣

を

｢費
用
等
を
徴
収
さ
れ
る
｣

に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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( )

第
十
三
号
様
式
の
裏�
中

｢す
べ
て
｣

を

｢全
て
｣

に
、

｢第
８
５
条
｣

を

｢第
８
５
条
第
１
項
｣

に
、

｢第
７
８
条
｣

を

｢第
７
８
条
第
１
項
｣

に
、

｢費
用
徴
収
さ
れ
る
｣

を

｢費
用
等
を
徴
収
さ

れ
る
｣

に
改
め
る
。

第
二
十
一
号
様
式
中

｢第
２
８
条
第
４
項
｣

を

｢第
２
８
条
第
５
項
｣

に
改
め
る
。

第
二
十
五
号
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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( )

第
三
十
七
号
様
式
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。
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( )

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
二
十
八
号

青
森
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

律
施
行
細
則

(

平
成
二
十
年
三
月
青
森
県
規
則
第
二
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
の
開
始
の
申
請｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出｣

に
改
め
、

｢

第
九
号
様
式)

｣

の
下
に

｢

、
資
産
申
告
書

(

第
十
号
様
式)

及
び
収
入
申
告
書

(

第
十
一
号
様
式)

｣

を
加
え
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を

削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
二
十
四
条
第
五
項
の
支
援
給
付
の
変
更
の
申
請｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出｣

に
、

｢

に
当
該
申
請｣

を

｢

、
資
産
申
告
書

及
び
収
入
申
告
書

(

被
支
援
者
の
資
産
及
び
収
入
の
状
況
に
変
更
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
支
援

給
付
変
更
申
請
書)

に
申
請｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢

例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
十
八
条
第
二

項
の
葬
祭
支
援
給
付
の
申
請｣

を

｢

支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
生
活
保
護
法
施
行
規
則

(

昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号)

第
一
条
第
五
項
本
文
の
規

定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出｣

に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
三
項｣

に
、

｢

同
条
第
五
項｣

を

｢

同
条
第
九
項｣

に
、

｢

同
条
第
一
項｣

を

｢

同
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢

第
二

十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
五
項｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
同
条
第
九
項｣

に
、

｢

同
条
第

一
項｣

を

｢

同
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項
、
同
条
第
五
項｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
三
項
、
同
条
第
九
項｣

に
、

｢

同
条
第
一
項｣

を

｢

同
条
第
三
項｣

に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を

｢
(

扶
養
照
会
書
等)

｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。
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( )

２

例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
八
項
の
書
面
は
、
支
援
給
付
開
始
通
知
書

(

第
二
十
五

号
様
式
の
二)

に
よ
る
。

３

知
事
は
、
例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
要
支
援
者
の
扶
養
義
務

者
に
対
し
、
扶
養
義
務
を
履
行
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
と
き
は
、
扶
養
義
務
報
告

依
頼
書

(
第
二
十
五
号
様
式
の
三)

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中

｢
(

昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号)

｣

を
削
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

徴
収
金
充
当
申
出
書)

第
十
七
条

例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
の
申
出
は
、
徴
収
金
充
当
申
出
書

(

第
三
十
八
号
様
式)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
号
様
式
の
裏�
中｢す

べ
て
｣

を｢全
て
｣

に
、｢第

８
５
条
｣

を｢第
８
５
条
第
１
項
｣

に
、

｢第
７
８
条
｣

を｢第
７
８
条
第
１
項
｣

に
、｢費

用
徴
収
さ
れ
る
｣

を｢費
用
等
を
徴
収
さ
れ
る
｣

に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
の
裏�
中

｢保
護
を
｣

を

｢支
援
給
付
を
｣

に
、

｢第
８
５
条
｣

を

｢第
８
５
条
第

１
項
｣

に
、

｢第
７
８
条
｣

を

｢第
７
８
条
第
１
項
｣

に
、

｢費
用
徴
収
さ
れ
る
｣

を

｢費
用
等
を

徴
収
さ
れ
る
｣

に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
三
号
様
式
の
裏�
中

｢す
べ
て
｣

を

｢全
て
｣

に
、

｢第
８
５
条
｣

を

｢第
８
５
条
第
１
項
｣

に
、

｢第
７
８
条
｣

を

｢第
７
８
条
第
１
項
｣

に
、

｢費
用
徴
収
さ
れ
る
｣

を

｢費
用
等
を
徴
収
さ

れ
る
｣

に
改
め
る
。

第
二
十
一
号
様
式
中

｢第
２
８
条
第
４
項
｣

を

｢第
２
８
条
第
５
項
｣

に
改
め
る
。

第
二
十
五
号
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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( )

第
三
十
七
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
空
港
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
二
十
九
号

青
森
空
港
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
空
港
条
例
施
行
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
十
月
青
森
県
規
則
第
九
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
中

｢

｣

と
あ
る
の
は
、

｢
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直
前
に
沖
縄
島
に
所
在
す
る
飛
行
場
を
離

陸
し
た
航
空
機

(

国
際
航
空
に
従
事
す
る

も
の
を
除
く
。)

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空

機
に
あ
つ
て
は
六
分
の
一
、
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空
機
以
外
の
航
空

機
に
あ
つ
て
は
八
分
の
一

(

最
大
離
陸
重
量

が
六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
十

六
分
の
一)

空
港
と
大
阪
国
際
空
港
と
の
間
に
路
線
を

定
め
て
一
定
の
日
時
に
よ
り
航
行
す
る
航

空
機

空
港
と
新
千
歳
空
港
と
の
間
に
路
線
を
定

め
て
一
定
の
日
時
に
よ
り
航
行
す
る
航
空

機

十
五
分
の
一

(

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
前

か
ら
空
港
と
大
阪
国
際
空
港
と
の
間
に
お
い

て
航
空
法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
国

十
五
分
の
一

(

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
前

か
ら
空
港
と
新
千
歳
空
港
と
の
間
に
お
い
て

航
空
法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
国
内

定
期
航
空
運
送
事
業
を
行
う
同
法
第
百
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
本
邦
航
空
運
送
事
業
者

に
係
る
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
一)

3
8

1
7



( )

｣

と
す
る
。

附
則
第
四
項
を
附
則
第
六
項
と
し
、
附
則
第
三
項
を
附
則
第
五
項
と
し
、
附
則
第
二
項
の
次
に
次

の
二
項
を
加
え
る
。

３

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
中

｢

｣

と
あ
る
の
は
、

｢

｣

と
す
る
。

４

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
中

｢

｣
と
あ
る
の
は
、

｢
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空
港
と
本
邦
外
の
地
点
と
の
間
を
航
行
す

る
航
空
機

(

路
線
を
定
め
て
一
定
の
日
時

に
よ
り
航
行
す
る
も
の
を
除
く
。)

直
前
に
沖
縄
島
に
所
在
す
る
飛
行
場
を
離

陸
し
た
航
空
機

(

国
際
航
空
に
従
事
す
る

も
の
を
除
く
。)

十
五
分
の
一

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空

機
に
あ
つ
て
は
六
分
の
一
、
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空
機
以
外
の
航
空

機
に
あ
つ
て
は
八
分
の
一

(

最
大
離
陸
重
量

が
六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
十

六
分
の
一)

内
定
期
航
空
運
送
事
業
を
行
う
同
法
第
百
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
本
邦
航
空
運
送
事
業

者
に
係
る
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
一)

直
前
に
沖
縄
島
に
所
在
す
る
飛
行
場
を
離

陸
し
た
航
空
機

(

国
際
航
空
に
従
事
す
る

も
の
を
除
く
。)

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空

機
に
あ
つ
て
は
六
分
の
一
、
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空
機
以
外
の
航
空

機
に
あ
つ
て
は
八
分
の
一

(

最
大
離
陸
重
量

が
六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
十

六
分
の
一)

空
港
と
新
千
歳
空
港
と
の
間
に
路
線
を
定

め
て
一
定
の
日
時
に
よ
り
航
行
す
る
航
空

機

(

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
前
か
ら
空

港
と
新
千
歳
空
港
と
の
間
に
お
い
て
航
空

法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
国
内
定

期
航
空
運
送
事
業
を
行
う
同
法
第
百
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
本
邦
航
空
運
送
事
業

者
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

十
五
分
の
一

空
港
と
本
邦
外
の
地
点
と
の
間
を
航
行
す

る
航
空
機

(

路
線
を
定
め
て
一
定
の
日
時

に
よ
り
航
行
す
る
も
の
を
除
く
。)

直
前
に
沖
縄
島
に
所
在
す
る
飛
行
場
を
離

陸
し
た
航
空
機

(

国
際
航
空
に
従
事
す
る

も
の
を
除
く
。)

空
港
と
大
阪
国
際
空
港
と
の
間
に
路
線
を

定
め
て
一
定
の
日
時
に
よ
り
航
行
す
る
航

空
機

(

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
前
か
ら

空
港
と
大
阪
国
際
空
港
と
の
間
に
お
い
て

航
空
法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
国

内
定
期
航
空
運
送
事
業
を
行
う
同
法
第
百

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
本
邦
航
空
運
送

事
業
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

十
五
分
の
一

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空

機
に
あ
つ
て
は
六
分
の
一
、
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空
機
以
外
の
航
空

機
に
あ
つ
て
は
八
分
の
一

(

最
大
離
陸
重
量

が
六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
十

六
分
の
一)

十
五
分
の
一

直
前
に
沖
縄
島
に
所
在
す
る
飛
行
場
を
離

陸
し
た
航
空
機

(

国
際
航
空
に
従
事
す
る

も
の
を
除
く
。)

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空

機
に
あ
つ
て
は
六
分
の
一
、
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空
機
以
外
の
航
空

機
に
あ
つ
て
は
八
分
の
一

(

最
大
離
陸
重
量

が
六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
十

六
分
の
一)

空
港
と
新
千
歳
空
港
と
の
間
に
路
線
を
定

め
て
一
定
の
日
時
に
よ
り
航
行
す
る
航
空

機

(

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
前
か
ら
空

港
と
新
千
歳
空
港
と
の
間
に
お
い
て
航
空

法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
国
内
定

十
五
分
の
一



( )

｣

と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

青
森
県
訓
令
甲
第
十
五
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

青
森
県
事
務
専
決
代
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
事
務
専
決
代
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
事
務
専
決
代
決
規
程

(

昭
和
三
十
六
年
九
月
青
森
県
訓
令
甲
第
二
十
八
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
健
康
福
祉
政
策
課
の
項
の
第
二
号
の
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
チ
を
ヌ
と
し
、
ト
を
リ
と

し
、
へ
を
ト
と
し
、
同
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

介
護
機
関
の
指
定
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
健
康
福
祉
政
策
課
の
項
の
第
二
号
の
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
ホ
を
へ
と
し
、
ニ
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止

に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
健
康
福
祉
政
策
課
の
項
の
第
二
号
の
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル

第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
助
産

機
関
及
び
指
定
施
術
機
関
の
指
定
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
健
康
福
祉
政
策
課
の
項
の
第
二
号
の
課
長
専
決
事
項
の
欄
イ
中

｢

指
定｣

の
下
に

｢
(

第
四
十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
更
新
を
含
む
。)

｣

を
加
え
、
同
欄
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

ハ

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
産
機
関
及
び
施
術
機
関
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
等
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
健
康
福
祉
政
策
課
の
項
の
第
三
号
の
部
長
専
決
事
項
の
欄
ハ
中｢

第
二
十
八
条
第
四
項｣

を

｢

第
二
十
八
条
第
五
項｣

に
改
め
、
同
欄
ル
を
同
欄
ヲ
と
し
、
同
欄
ヌ
中

｢

第
五
十
五
条｣

を

｢

第
五
十
五
条
の
二｣

に
改
め
、
同
ヌ
を
同
欄
ル
と
し
、
同
欄
リ
中

｢

第
五
十
五
条｣

を

｢

第
五
十

五
条
の
二｣

に
改
め
、
同
リ
を
同
欄
ヌ
と
し
、
同
欄
チ
中｢

第
五
十
五
条｣

を｢

第
五
十
五
条
の
二｣

に
改
め
、
同
チ
を
同
欄
リ
と
し
、
同
欄
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
五
十
一
条
第
二
項

(

例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二

第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
指

定
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
健
康
福
祉
政
策
課
の
項
の
第
三
号
の
課
長
専
決
事
項
の
欄
イ
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項

(

同
条
第
五
項｣

を

｢

第
二
十
四
条
第
三
項

(

同
条
第
九
項｣

に
改
め
、
同
欄
ニ
中

｢

第
二
十
八
条

第
一
項｣

の
下
に

｢

及
び
第
二
項｣

を
加
え
、

｢

検
診｣

を

｢

報
告
の
請
求
及
び
検
診｣

に
改
め
、

同
欄
中
ナ
を
ラ
と
し
、
ネ
を
ナ
と
し
、
同
欄
ツ
中

｢

第
七
十
八
条｣

を

｢

第
七
十
八
条
第
一
項
及
び

第
二
項
並
び
に
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項｣

に
、

｢

費
用｣

を

｢

費
用
等｣

に
改
め
、
同
ツ
を
同
欄

ネ
と
し
、
同
欄
中
ソ
を
ツ
と
し
、
レ
を
ソ
と
し
、
タ
を
レ
と
し
、
同
欄
ヨ
中

｢

第
五
十
五
条
に
お
い
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直
前
に
沖
縄
島
に
所
在
す
る
飛
行
場
を
離

陸
し
た
航
空
機

(

国
際
航
空
に
従
事
す
る

も
の
を
除
く
。)

空
港
と
大
阪
国
際
空
港
と
の
間
に
路
線
を

定
め
て
一
定
の
日
時
に
よ
り
航
行
す
る
航

空
機

(
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
前
か
ら

空
港
と
大
阪
国
際
空
港
と
の
間
に
お
い
て

航
空
法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
国

内
定
期
航
空
運
送
事
業
を
行
う
同
法
第
百

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
本
邦
航
空
運
送

事
業
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

期
航
空
運
送
事
業
を
行
う
同
法
第
百
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
本
邦
航
空
運
送
事
業

者
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空

機
に
あ
つ
て
は
六
分
の
一
、
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
発
動
機
を
装
備
す
る
航
空
機
以
外
の
航
空

機
に
あ
つ
て
は
八
分
の
一

(

最
大
離
陸
重
量

が
六
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
つ
て
は
、
十

六
分
の
一)

十
五
分
の
一



( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
四
十
四
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

て
準
用
す
る
例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条｣

を

｢

第
五
十
五
条
第
一
項｣

に
、

｢

等｣

を

｢
及
び
施
術
機
関｣

に
改
め
、
同
ヨ
を
同
欄
タ
と
し
、
同
欄
カ
を
同
欄
ヨ
と
し
、
同
欄
ワ
中｢

指
定｣

の
下
に

｢
(

例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
更
新
を
含

む
。)

｣
を
加
え
、
同
ワ
を
同
欄
カ
と
し
、
同
欄
中
ヲ
を
ワ
と
し
、
ル
を
ヲ
と
し
、
ヌ
を
ル
と
し
、

リ
を
ヌ
と
し
、
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
へ
を
ト
と
し
、
ホ
を
へ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

ホ

例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
官
公
署
に
対
す
る
資
料
の
提

供
等
の
要
求
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
五
地
域
県
民
局
の
地
域
健
康
福
祉
部
長
の
項
の
第
十
三
号
及
び
東
青
地
域
県
民
局
、
中
南

地
域
県
民
局
及
び
三
八
地
域
県
民
局
の
地
域
健
康
福
祉
部
の
福
祉
総
室
長
西
北
地
域
県
民
局
、
上
北

地
域
県
民
局
及
び
下
北
地
域
県
民
局
の
地
域
健
康
福
祉
部
の
福
祉
こ
ど
も
総
室
長
の
項
の
第
三
号
中

｢

第
二
十
八
条
第
四
項｣

を

｢

第
二
十
八
条
第
五
項｣

に
、

｢

ヨ
及
び
タ｣

を

｢

タ
及
び
ツ｣

に
改

め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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